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	高校生が「HondaSENSING」をガチ検証
	岐阜城北高校 × ホンダカーズ岐阜中央 長良北店 熱い探究の1年間を振り返る
	はじめに
	はじまりは7月。「ホンダは2番目の車屋さん」
	2025年7月末 長良北店にて生徒たち3人と長良北店 店長の中田が初めて顔合わせを行いました。 車には興味があるという3人でしたが、当時のホンダの印象を恐る恐る聞いてみると……
	「うーん、トヨタの次……？」 「N-BOXとか軽自動車のイメージ」 「純粋に車屋さん」 という、なんとも素直でリアルな回答が（笑）。
	そこで「ディーラーってどんな役割をしているの？」　　　という基礎の部分を学ぶことからスタートしました。
	9月になり、いよいよ本番となる課題解決のテーマ設定へ。 「若者の車離れ」や「車を製作するうえでの部品価格」　　など、様々なアイデアが出ましたが、議論を重ねる中で彼らが選んだのは『車の安全性能についての検証』でした。

	「Honda SENSING」を初体感！“乗ったことがない”からこその苦労
	テーマが決まったものの、彼らはまだ免許を持たない　高校生。車に乗った経験が少ない中で、どうやって安全性能を検証していけばよいのか？
	そこで11月、生徒たちは本田技研工業主催のイベント「Enjoy Honda」に参加し、ホンダが誇る先進の安全運転支援システム「Honda SENSING（ホンダ センシング）」を実際に助手席で体感しました。 「急ブレーキの衝撃が思ったより強くてびっくりした！」 「でも、ちゃんと予告（アラート）があってから停止するので、2重で安心できる仕組みなんだとわかりました」
	と、実車に乗ったからこその大興奮の感想が。


	苦戦した資料作りと店舗でのリハーサル、そして・・・
	12月には学内向けに「車と安全性能について」のアンケート調査を実施。  「ドライバーに何を質問したらいいかを考えるのがとにかく難しかった」と、データ収集の壁にぶつかります。大人にとっては当たり前のことでも、高校生の視点から問いを立てる難しさを、みんなで頭を悩ませながら乗り越えていきました。
	1月から4月にかけては、いよいよ発表に向けたプレゼン資料の作成と発表準備が本格化。4月20日には、長良北店の店舗でリハーサルも敢行。営業の第一線で働いてきた中田店長からは 「時間配分への意識」　「話すスピードや間の撮り方」　　など 表現の仕方についてのアドバイスが飛びます。  10分という短い制限時間の中に必要な情報をわかりやすくまとめる作業は、彼らにとって本当に大変な挑戦でした。
	そして迎えた5月の学内予選会。 結果は…… 惜しくも決勝である「全体発表会」のステージに、長良北店チームは残ることができませんでした。


	6月9日 全体発表会。やりきった3人が得たもの
	全体発表会の様子
	発表する優勝チーム
	決勝には届かなかったものの、6月9日に行われた「全体発表会」には、弊社の取締役である水口守史が審査員として出席させていただきました。 会場では、予選を勝ち抜いたチームによる熱意あふれる素晴らしいプレゼンテーションが繰り広げられ、非常にハイレベルな決勝戦となりました。
	発表会を終え、1年間のプロジェクトをやりきった3人に、改めて率直な感想を聞いてみました。
	「最初は車についての知識がなくて、本当に深掘りしていけるか不安だった。でも、長良北店のみなさんに教えてもらいながら、相手に対しての伝え方や、説得力のある話し方が身についたと思います」
	「普段、大人の方と一緒にひとつの課題に向けて探究する機会なんてなかったので、自分たちで解決策を見つけていくこの経験自体が本当にやってよかった」
	「1年をかけて一つの物を作り上げる活動は初めてで、とても新鮮でした。たくさんの情報を10分にまとめるのは難しかったけれど、相手にわかりやすく伝えるスキルは、絶対にこれからの人生（今後）に活かしていけるなと感じています」
	長良北店店長　中田より
	車業界について知識ゼロからスタートした生徒たちが、回数を重ねるごとに　具体的で鋭い質問ができるようになり、目覚ましい成長を感じました。
	若い世代ならではの自由で柔軟な発想は、現場のプロである自分たちにとっても非常に勉強になり、新鮮な刺激を受ける素晴らしい時間となりました。
	これを機に、車業界に興味を持ってくれる若い世代が増えてくれると嬉しいですし、今後もこのような地域貢献活動に積極的に参画していきたいと思います



